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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成27年2月19日(2015.2.19)

【公開番号】特開2013-146117(P2013-146117A)
【公開日】平成25年7月25日(2013.7.25)
【年通号数】公開・登録公報2013-040
【出願番号】特願2012-4723(P2012-4723)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   7/487    (2007.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ    7/487    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月24日(2014.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流から交流もしくは交流から直流に変換するマルチレベル電力変換回路であって，2
個の直流電源を直列接続した直流電源直列回路と，前記直流電源直列回路の正極端子と負
極端子間に接続されダイオードが逆並列接続された半導体スイッチを２ｎ（ｎは３以上の
整数）個直列接続した第１の半導体スイッチ直列回路と，前記第１の半導体スイッチ直列
回路の前記直流電源直列回路の正極端子から第ｎ個目の半導体スイッチのコレクタと第ｎ
＋１個目の半導体スイッチのエミッタ間及びｍは１からｎ－２までの整数を取る第ｎ－ｍ
個目の半導体スイッチのコレクタと第ｎ＋ｍ＋１個目の半導体スイッチのエミッタ間にそ
れぞれ接続されたｎ－１個のコンデンサと，前記第１の半導体スイッチ直列回路の前記直
流電源直列回路の正極端子から第１個目の半導体スイッチのエミッタと第２ｎ個目の半導
体スイッチのコレクタとの間に接続されたダイオードが逆並列接続された半導体スイッチ
を２ｎ－２個直列接続した第２の半導体スイッチ直列回路と，前記第２の半導体スイッチ
直列回路の正側から第ｎ－１個目の半導体スイッチのコレクタと第ｎ個目の半導体スイッ
チのエミッタとの間及びｎが４以上の場合はｍが２からｎ－２までの整数を取る第ｎ－ｍ
個目の半導体スイッチのコレクタと第ｎ＋ｍ－１個目の半導体スイッチのエミッタとの間
にそれぞれ接続されたｎ－２個のコンデンサと，前記第２の半導体スイッチ直列回路の第
ｎ－１個目の半導体スイッチのエミッタと前記直流電源直列回路の中間電位点との間に接
続された双方向性のスイッチングが可能な双方向スイッチと、を備えたことを特徴とする
マルチレベル電力変換回路。
【請求項２】
　請求項１において，２ｎ＋１レベルの電圧変化を有する電力変換回路を構成することを
特徴とするマルチレベル電力変換回路。
【請求項３】
　請求項１又は２において、前記第１の半導体スイッチ直列回路の第１個目又は第２ｎ個
目の半導体スイッチを複数個の直列接続構成としたことを特徴とするマルチレベル電力変
換回路。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
【特許文献１】特表２００９－５２５７１７号公報
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上述の課題を解決するために、第1の発明においては、直流から交流もしくは交流から
直流に変換するマルチレベル電力変換回路であって、2個の直流電源を直列接続した直流
電源直列回路と、前記直流電源直列回路の正極端子と負極端子間に接続されダイオードが
逆並列接続された半導体スイッチを２ｎ（ｎは３以上の整数）個直列接続した第１の半導
体スイッチ直列回路と、前記第１の半導体スイッチ直列回路の前記直流電源直列回路の正
極端子から第ｎ個目の半導体スイッチのコレクタと第ｎ＋１個目の半導体スイッチのエミ
ッタ間及びｍは１からｎ－２までの整数を取る第ｎ－ｍ個目の半導体スイッチのコレクタ
と第ｎ＋ｍ＋１個目の半導体スイッチのエミッタ間にそれぞれ接続されたｎ－１個のコン
デンサと、前記第１の半導体スイッチ直列回路の前記直流電源直列回路の正極端子から第
１個目の半導体スイッチのエミッタと第２ｎ個目の半導体スイッチのコレクタとの間に接
続されたダイオードが逆並列接続された半導体スイッチを２ｎ－２個直列接続した第２の
半導体スイッチ直列回路と、前記第２の半導体スイッチ直列回路の正側から第ｎ－１個目
の半導体スイッチのコレクタと第ｎ個目の半導体スイッチのエミッタとの間及びｎが４以
上の場合はｍが２からｎ－２までの整数を取る第ｎ－ｍ個目の半導体スイッチのコレクタ
と第ｎ＋ｍ－１個目の半導体スイッチのエミッタとの間にそれぞれ接続されたｎ－２個の
コンデンサと、前記第２の半導体スイッチ直列回路の第ｎ－１個目の半導体スイッチのエ
ミッタと前記直流電源直列回路の中間電位点との間に接続された双方向性のスイッチング
が可能な双方向スイッチと、を備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　第２の発明においては、第１の発明と同様にｎは３以上の整数とし、２ｎ＋１レベルの
電圧変化を有する電力変換回路を構成する。
　第３の発明においては、第１又は第２の発明における、前記第１の半導体スイッチ直列
回路の前記直流電源直列回路の正極端子から第１個目又は第２ｎ個目の半導体スイッチを
複数個の直列接続構成とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明では、２個の直流電源を直列接続した直流電源直列回路と、前記直流電源直列回
路の正極端子と負極端子間に接続されダイオードが逆並列接続された半導体スイッチを２
ｎ（ｎは３以上の整数）個直列接続した第１の半導体スイッチ直列回路と、前記第１の半
導体スイッチ直列回路の前記直流電源直列回路の正極端子から第ｎ個目の半導体スイッチ
のコレクタと第ｎ＋１個目の半導体スイッチのエミッタ間及びｍは１からｎ－２までの整
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数を取る第ｎ－ｍ個目の半導体スイッチのコレクタと第ｎ＋ｍ＋１個目の半導体スイッチ
のエミッタ間にそれぞれ接続されたｎ－１個のコンデンサと、前記第１の半導体スイッチ
直列回路の前記直流電源直列回路の正極端子から第１個目の半導体スイッチのエミッタと
第２ｎ個目の半導体スイッチのコレクタとの間に接続されたダイオードが逆並列接続され
た半導体スイッチを２ｎ－２個直列接続した第２の半導体スイッチ直列回路と、前記第２
の半導体スイッチ直列回路の正側から第ｎ－１個目の半導体スイッチのコレクタと第ｎ個
目の半導体スイッチのエミッタとの間及びｎが４以上の場合はｍが２からｎ－２までの整
数を取る第ｎ－ｍ個目の半導体スイッチのコレクタと第ｎ＋ｍ－１個目の半導体スイッチ
のエミッタとの間にそれぞれ接続されたｎ－２個のコンデンサと、前記第２の半導体スイ
ッチ直列回路の第ｎ－１個目半導体スイッチのエミッタと前記直流電源直列回路の中間電
位点との間に接続された双方向性のスイッチングが可能な双方向スイッチと、を備えるよ
うにして、２ｎ＋１レベルの電圧変化を有する交流出力電圧を出力するようにしている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の要点は、２個の直流電源を直列接続した直流電源直列回路と、前記直流電源直
列回路の正極端子と負極端子間に接続された半導体スイッチを２ｎ（ｎは３以上の整数）
個直列接続した第１の半導体スイッチ直列回路と、前記第１の半導体スイッチ直列回路の
前記直流電源直列回路の正極端子から第ｎ個目の半導体スイッチのコレクタと第ｎ＋１個
目の半導体スイッチのエミッタ間及びｍは１からｎ－２までの整数を取る第ｎ－ｍ個目の
半導体スイッチのコレクタと第ｎ＋ｍ＋１個目の半導体スイッチのエミッタ間にそれぞれ
接続されたｎ－１個のコンデンサと、前記第１の半導体スイッチ直列回路の前記直流電源
直列回路の正極端子から第１個目の半導体スイッチのエミッタと第２ｎ個目の半導体スイ
ッチのコレクタとの間に接続された半導体スイッチを２ｎ－２個直列接続した第２の半導
体スイッチ直列回路と、前記第２の半導体スイッチ直列回路の正側から第ｎ－１個目の半
導体スイッチのコレクタと第ｎ個目の半導体スイッチのエミッタとの間及びｎが４以上の
場合はｍが２からｎ－２までの整数を取る第ｎ－ｍ台目の半導体スイッチのコレクタと第
ｎ＋ｍ－１個目の半導体スイッチのエミッタとの間にそれぞれ接続されたｎ－２個のコン
デンサと、前記第２の半導体スイッチ直列回路の第ｎ－１個目の半導体スイッチのエミッ
タと前記直流電源直列回路の中間電位点との間に接続された双方向スイッチと、を備える
ようにして、２ｎ＋１レベルの電圧変化を有する交流出力電圧を出力する点である。
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